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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ルーバーであり、
　対向した側縁部を有する細長いほぼ矩形のパネルと、
　細長い長手方向に延びている支持棒と、
　前記支持棒に沿って隔置され且つ前記パネルの対向した側縁部を当該支持棒の上に保持
している少なくとも２つの横方向に延びているブラケットと、を含み、
　前記ブラケットの各々が、当該ルーバーの対向する側縁部上に設けられた一対の上方及
び下方のキー溝構造によって前記支持棒上に保持されていることを特徴とするルーバー。
【請求項２】
　請求項１に記載のルーバーであり、
　前記上方のキー溝構造の各々が、当該ルーバーの一方の側部に設けられたブラケットの
上方横方向部分から、当該ルーバーの同じ側部上の前記支持棒の隣接する側の上方部分に
設けられた係合ソケットに向かって横方向に延びているリブを含んでいる、ルーバー。
【請求項３】
　請求項２に記載のルーバーであり、
　前記リブが、全体としては丸いが一部分が円の弦を形成しており且つ平らである垂直断
面を有している、ルーバー。
【請求項４】
　請求項３に記載のルーバーであり、
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　前記リブと前記ソケットとが長手方向に細長いルーバー。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載のルーバーであり、
　前記ブラケットが、前記リブのほぼ平らな部分が実質的に下方に向けられるように、前
記支持棒から上方へ離れる方向に向けることができるようになされている、ルーバー。
【請求項６】
　請求項３乃至５のうちのいずれか一項に記載のルーバーであり、
　前記ソケットが、当該リブの外側断面とほぼ同じ外周を有する垂直方向内側断面と、前
記リブに隣接している横方向の穴とを有しており、当該横方向の穴は、前記リブの平らな
部分が当該リブの底部に位置しているときには当該リブの横方向に延びている直径の垂直
断面よりも大きいが、前記リブの平らな部分が前記リブの底部又はその近くにないときに
は前記リブの垂直断面よりも小さい垂直方向断面を有している、ルーバー。
【請求項７】
　請求項３乃至６のうちのいずれか一項に記載のルーバーであり、
　前記キー溝構造が、当該ルーバーの一方の側部に設けられたブラケットの下方部分から
前記支持棒の底部に設けられた長手方向に延びている溝に向かって延びているフック部を
含んでいる、ルーバー。
【請求項８】
　請求項７に記載のルーバーであり、
　前記フック部が垂直方向に延びている内側側面を有しており、当該フック部が前記溝内
にスナップ嵌合されたときに、前記ブラケット及び前記フック部の内側側面と同じ側に設
けられた溝の隣接する垂直方向に延びている側面と摩擦係合するようになされている、ル
ーバー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ビルの窓のような建築物の開口部を通る光又は通気を制御するためのルーバ
ーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　対向する第一及び第二の長手端縁部分を有する細長い矩形のパネルを備えているこのよ
うなルーバーはＵＳ　１　４０３　０５４によって公知である。このルーバーは、前記パ
ネルの長手方向に延びている細長い支持棒上に、当該支持棒の横方向に延びている２つの
保持ブラケットによって支持されている。各ブラケットは、パネルの対向している長手方
向端部の一方を容易に取り付け且つ保持することができる。
【０００３】
　この公知のルーバーは、ルーバーのブラケットがパネルの対向する長手方向端部間で支
持することができるパネルの大きさによって制限されるが、多くの用途において首尾良く
使用されて来た。同じくＵＳ　１　４０３　０５４に示されている一連のルーバー及び中
間フレーム部材によって、より大きな面積のパネルに広げることが必要とされて来ている
。従って、パネルへの取り付けが簡単であるブラケットによって細長い支持棒上により大
きなパネルを支持するという長い間望まれていた必要性がある。（特許文献１参照）
　各ブラケットをより長くすることができるが、支持棒上により大きなパネルを保持する
ために支持棒上のキーに容易に係合してブラケット及び支持棒を一緒に確実に取り付ける
ことができるフック部を有しているようなルーバーが、ＥＰ　１　６９６　０９７に記載
されている。（特許文献２参照）
【特許文献１】ＵＳ　１　４０３　０５４公報
【特許文献２】ＥＰ　１　６９６　０９７公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００４】
　しかしながら、このようなより長いブラケットをルーバーの支持棒に確実に取り付ける
ためのより容易に使用することができ且つ／又は製造コストがより安い代替的な方法を提
供することが求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この目的を達成するために、本発明は、
　対向した側縁部を有する細長いほぼ矩形のパネルと、
　細長い長手方向に延びている支持棒と、
　前記支持棒に沿って隔置され且つ前記パネルの対向した側縁部を当該支持棒の上に保持
している少なくとも２つの横方向に延びているブラケットと、を含み、
　前記ブラケットの各々が、当該ルーバーの対向する側縁部上に設けられた一対の上方及
び下方のキー溝構造によって前記支持棒上に保持されていることを特徴とするルーバーを
提供している。
【０００６】
　前記上方のキー溝構造は、互いに係合するボール及びソケット構造であり、前記下方の
キー溝構造は、スナップ嵌合構造であるのが有利である。ルーバーは、下記の形態２～８
のように構成することもできる。
［形態２］前記上方のキー溝構造の各々が、当該ルーバーの一方の側部に設けられたブラ
ケットの上方横方向部分から、当該ルーバーの同じ側部上の前記支持棒の隣接する側の上
方部分に設けられた係合ソケットに向かって横方向に延びているリブを含んでいる、ルー
バー。
［形態３］前記リブが、全体としては丸いが一部分が円の弦を形成しており且つ平らであ
る垂直断面を有している、ルーバー。
［形態４］前記リブと前記ソケットとが長手方向に細長いルーバー。
［形態５］前記ブラケットが、前記リブのほぼ平らな部分が当該リブの底部に位置するよ
うに、前記支持棒から上方へ離れる方向に向けることができるようになされている、ルー
バー。
［形態６］前記ソケットが、当該リブの外側断面とほぼ同じ外周を有する垂直方向内側断
面と、前記リブに隣接している横方向の穴とを有しており、当該横方向の穴は、前記リブ
の平らな部分が当該リブの底部に位置しているときには当該リブの横方向に延びている直
径の垂直断面よりも大きいが、前記リブの平らな部分が前記リブの底部又はその近くにな
いときには前記リブの垂直断面よりも小さい垂直方向断面を有している、ルーバー。
［形態７］前記キー溝構造が、当該ルーバーの一方の側部に設けられたブラケットの下方
部分から前記支持棒の底部に設けられた長手方向に延びている溝に向かって延びているフ
ック部を含んでいる、ルーバー。
［形態８］前記フック部が垂直方向に延びている内側側面を有しており、当該フック部が
前記溝内にスナップ嵌合されたときに、前記ブラケット及び前記フック部の内側側面と同
じ側に設けられた溝の隣接する垂直方向に延びている側面と摩擦係合するようになされて
いる、ルーバー。
【発明の効果】
【０００７】
　このルーバーは、容易に製造することができ且つビルの内部又は外部に容易に装備する
ことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　以下、本発明の一つの実施形態を添付図面を参考にして例示的に説明する。
　図１及び２は、本発明のルーバーＬを示している。ルーバーＬの頂部は、細長いほぼ矩
形のパネル１を保持しており、パネル１は、例えば図１及び２に示されているように、種
々の方法で穴を開けることができる。ルーバーＬは、中心の細長い長手方向に延びている
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支持棒３と、当該支持棒３の対向する側面に設けられた少なくとも一対の横方向に延びて
いるブラケット４とを備え、ブラケット４は、ルーバー上のパネル１を支持棒３の上方に
保持している。各保持ブラケット４は、横方向に延びているブラケット部材４Ａと垂直方
向に延びているブラケット部材４Ｂとを備え、これらのブラケット部材は、支持棒３と協
働してブラケット４を支持棒３上に確実に保持し且つ支持棒の両側面上のブラケット間に
パネル１を確実に保持する。横方向に延びているブラケット部材４Ａの各対の内側に曲げ
られた横方向自由端部５の外側面は、パネル１の内側に曲げられた横方向リム１１の内側
面と緊密に係合し且つ支持する形状とされている。支持棒３の各長手方向端部には、（例
えば、ＵＳ　１　４０３　０５４に記載されているように）ビルの支柱間にルーバーＬを
枢動可能に支持するために、枢動ジャーナル（図示せず）を設けることができる。
【０００９】
　図１及び２に示されているように、ルーバーＬは、その対向側面に少なくとも一対のキ
ー溝構造Ｋ１を有している。図１及び３に示されているように、各上方キー溝Ｋ１は、互
いに係合するボール及びソケット構造を備えている。この構造は、ルーバーの一方の側面
に設けられたブラケット４の上方横部分からルーバーの同じ側面に設けられた支持棒３の
隣接する横面の上方部分に設けられた長手方向のかみ合う細長いソケット７に向かって横
方向に延びている長手方向の細長いリブ６を含んでいる。図３において最も良くわかるよ
うに、各リブ６は、ほぼ丸いが一部分が円の弦６Ａを形成しており且つ平らである垂直断
面を有している。図３において最も良くわかるように、各ブラケット４は、ブラケット部
材４Ａが支持棒３から幾分上方へ離れる方向に延び且つリブ６のほぼ平らな部分６Ａがそ
のリブの底部あたりに位置するように配向させることができる。図３から更にわかるよう
に、各ソケット７は、その係合リブ６の外周とほぼ同じ内周を有する垂直断面を有してい
る。しかしながら、リブ６に隣接している各ソケット７の横方向の穴７Ａの垂直断面は、
リブの平らな部分６Ａが図３に示されているようにリブの底部にあるときは、その係合リ
ブ６の横方向に延びている直径の垂直断面より大きいけれども、リブの平らな部分６Ａが
リブの底部又はその近くにないときには、リブ６の垂直断面より小さい。結果として、各
上方キー溝構造Ｋ１のリブ６は、リブの平らな部分６Ａが図３に示されているリブの底部
にあるときに、横から（図３において左から右へ）ソケット７内へ挿入することができる
。次いで、リブ６は、リブのブラケット４及びその横方向に延びているブラケット部材４
Ａを支持棒３に向かって下方向（図３における矢印の方向）へ回転させることによりリブ
を回転させ、リブの平らな部分６Ａが最早リブ又はソケットの底部又はその近くに無い状
態とすることによって、ソケット７内に確実に保持することができる。
【００１０】
　同じく図１及び２に示されているように、ルーバーＬは、その対向する側面に少なくと
も一対の下方キー溝構造Ｋ２を備えている。図４において最も良くわかるように、各下方
キー溝構造Ｋ２はスナップ嵌合構造を有している。この構造は、ルーバーの対向する側面
に設けられた各ブラケット４の下方のブラケット部材４Ｂの底部から支持棒３の底部に設
けられた長手方向に延びている溝９へ向かって横方向に延びているフック部８を含んでい
る。各フック部８の垂直方向に延びている内側側面８Ａは、フック部８が溝内へスナップ
嵌合されたときに、溝のブラケット４及びフック部の内側側面８Ａと同じ側の溝９の隣接
する垂直方向に延びている側面９Ａと摩擦係合するようになされている。フック部８は、
フック部のブラケット４の下方ブラケット部材４Ｂの底部を溝９内へと上方へ付勢してフ
ック部の内側側面８Ａが溝９の隣接する側面９Ａに沿って且つ当該側面９Ａを通り過ぎる
まで上方へと移動させることによって、当該フック部の側面８Ａが支持棒の溝９の側面９
Ａにぴったりと係合するように溝９内に容易にスナップ嵌合させることができる。各フッ
ク部８は、フック部のブラケット４のリブ６が、（フック部の横方向に延びているブラケ
ット部材４Ａが幾分上方へと延びており、リブの平らな部分が当該リブの底部にある状態
で）その隣接するソケット７内へと横方向から挿入され、次いで、リブのブラケット４及
びその横方向に延びているブラケット部材４Ａが支持棒３に向かって下方へ回転されるこ
とによりリブを回転させてリブの平らな部分６Ａがもはやリブ又はソケットの底部又はそ
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【００１１】
　任意的には、各ブラケット４の各下方ブラケット部材４Ｂの底部に設けられたフック部
８は更に、支持棒３の底部に固定される。このことは、好ましくは、図１及び２に示され
ているように、フック部内の垂直方向に延びている穴の中を上方へ延び且つ溝９の頂部に
設けられたねじ穴（図示せず）と係合する１以上のねじ１０を設けることによって達成さ
れる。
【００１２】
　ルーバーＬ及び当該ルーバーの頂面に保持されているパネル１は、アルミニウムのよう
な金属シートによって作ることができるが、硬質プラスチックによって作ることもできる
。ルーバーＬ及びパネル１の内側に曲げられた横方向リム５及び１１は、金属ストリップ
をロール成形することによって形成することができる。
【００１３】
　本発明は、もちろん、上記の実施形態に限定されず、本発明の範囲から逸脱することな
く且つ本発明の利点の全てを犠牲にすることなく、変更することができる。この点におい
て、“左”、“右”、“長手方向”、“横方向”、“底部”、“頂部”、“内側”及び“
外側”というような上記の説明における用語及び特許請求の範囲における用語は、ビルの
窓のような建築物の開口部を通る光又は通気を制御するための本発明のルーバーの種々の
部材間の関係を説明するための相対的な用語としてのみ使用した。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、下方から見た本発明のルーバーの基部の分解破断斜視図であり、中心の
長手方向に延びている支持棒の対向する側面上の一対のアームが、当該ルーバーの基部上
に、矩形のシートの一部分を保持しており、前記シート部分が、空気及び光が容易に通過
することができる丸い穴を有している。
【図２】図２は、図１の基本的なルーバー部分を３つ使用して形成されたルーバーの下方
から見た斜視図であり、前記長手方向に延びている支持棒の対向する側面上のアームの対
が３つ、ルーバー上のより大きな矩形シートを保持しており、当該大きな矩形シートは、
空気及び光が通ることができる狭い穴が開けられたスリットを有している。
【図３】図３は、図１及び２のルーバーの上方キー溝構造のための互いに係合するボール
及びソケット構造の図１において垂直方向に断面した拡大断面図である。
【図４】図４は、図１及び２のルーバーの底部キー溝構造のためのスナップ嵌合構造の図
１において垂直方向に断面された拡大断面図である。
【符号の説明】
【００１５】
Ｌ　　ルーバー
１　　パネル
３　　支持棒
４　　　　　ブラケット
４Ａ、４Ｂ　ブラケット部材
５　　横方向リム
１１　横方向リム
Ｋ１，Ｋ２　キー溝構造
６　　リブ
７　　ソケット
７Ａ　　穴
８　　フック部
９　　溝
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